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１．タイ：「タイで日本食レストランが 5,000 店を突破 

～人気の理由と今後の行方～」 
バンコク駐在員事務所 松岡修 

 

タイでは日本食人気が続いています。日本貿易振興機構（ジェトロ）の調査によると、 タイでは日

本食レストランの店舗数が 2022 年に 5,000 店を突破しました。では、なぜ日本食が人気なのか、今後

の行方について説明したいと思います。 

 

■ 空前の日本食ブーム 

ジェトロの発表によると、タイにおける

2022年の日本食レストランは5,325店舗と、

前年に比べて955店増加しました【図表1】。

新規店舗1,404店に対して閉店・休業などに

よる減少は449店であり、新規店舗の内訳と

して、「寿司」が448店、「日本食（総合和

食）」が263 店、「ラーメン」が185店と伸

びが目立ちました。日本の「寿司」「ラーメ

ン」の人気が、こうした日本食ブームを牽引

しているといえそうです。 

地域別の伸び率は、バンコク近郊 5県が

25.2％増、その他の地方が 28.5％増と、首都バンコクの 15.5％増に比べて高くなっています。バンコ

ク以外で営業している日本食レストランの店舗数がバンコクを上回り、全国的な普及拡大が続いていま

す。 

 

■ 健康志向、訪日旅行者の増加が人気の背景に 

ジェトロが07年に調査を開始して以降、タイの日本食レストランの数は一貫して増加し続けています。

その背景として、「食に対する健康志向の高まり」と「訪日旅行者の増加」が考えられます。実際、日

本食を好むタイの人々からは、「タイ料理は味の濃いものや調味料（塩など）を多く使ったものが多い。

日本食は薄い味付けや野菜が多く入っているため、健康によいと思う」「日本に訪れた経験から、タイ

でも日本食を食べたい」といった声がきかれます。また、近年では「料理の価格帯の多様化による顧客

層の拡大」や「ショッピングセンターの増加」なども日本食人気に寄与しています。 

こうした需要の拡大を受けて、ここ数年で日本のチェーン店が続々とタイに進出しています。回転寿

司の「スシロー」（13店舗）をはじめ、「大戸屋」や「吉野家」、「まい泉」、「牛角」、名古屋で

馴染みのある「世界の山ちゃん」まで、様々なジャンルの店舗が出店しています。 

 

■ 日本食ブームで売り込強化、消費力に期待 

空前の日本食ブームが続くタイで、日本企業が食品の売り込みを強化しています。東南アジア最大級

の総合食品見本市「タイフェックス・アヌガ・アジア（THAIFEX-AnugaAsia）2023」が今年5月23～27

日にバンコク近郊で開催されました。現地報道によれば、一般人を除くバイヤーなどの来場は133 か

国・地域から7万8,764人に上り、コロナ前を超える規模となりました。日本の食品企業も売り込みを強

化しており、ジェトロが設置したジャパンパビリオンには、昨年の2倍となる37社・団体が出展し、販

路の開拓・拡大に向けてタイの飲食企業や食品バイヤーに商品を売り込んでいました。会場内では高級
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活魚や牛肉、日本酒や梅酒、緑茶などのブース

が賑わっていました【写真1】。 

ジェトロの調査によると、22年のタイへの農

林水産物・食品の輸出額は前年比14.9％ 増の

506億円となり、国・地域別では8位につけてい

ます。日本の農林水産物・食品輸出全体（1兆

3,372億円）の3.8％を占める市場まで成長して

おり、重要な販売地域として今後も日本からの

積極的な売り込みは継続すると思われます。 

 

■ 日本食ブームは続くも、競争は激化 

日本の外務省と農林水産省の調査によれば、2 1 年の海外における日本食レストランは約15万9,000 

店。このうち、アジアは約10万900店で、タイは4,370 店と、アジアの日本食レストランの4.3％を占め、

東南アジアで最多となっています。 

そうした中、日本食レストランの増加が続くタイでは、

事業者間の競争も激化しています【写真2】。日本食レスト

ランの中には外食産業を手掛けるタイ大手企業やタイ人経

営の個人店が増加しており、価格競争や立地の奪い合いに

よるテナント価格の上昇などが発生しています。また、消

費者の舌が肥えてきており、高品質で新鮮なメニューに加

え、低価格なども意識されています。 

タイでの食品の輸入販売に関しても競争が激化しており、

先ほど述べた「タイフェックス・アヌガ・アジア2023」で

の成約額1,200億バーツ（約4,800億円）のうち、日本のシ

ェアは、中国、タイ、米国、マレーシアに次いで5位となっ

ています。今後、新鮮で高品質な食品が要求されるととも

に、中国をはじめ、世界と比較して優位性のある価格が必

要となるでしょう。 

 

■ 終わりに 

現在、当事務所では、全国の地方銀行との食品に関する情報交換会を定期的に開催し、海外バイヤー

などの情報収集のほか、在タイ日本大使館やジェトロと連携し、日本各地の食品事業者向けに販路拡大

に向けた支援策を模索しています。 

今後も海外販路支援を通じて、地域社会に貢献し、地域の皆さまとともに、新しい未来を創造してい

きたいと思います。 
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２．為替相場情報 
（１）人民元－円為替相場（中国人民銀行公表仲値） （単位：1人民元当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

9月25日 20.52166 9月26日 20.59308 9月27日 20.61558 9月28日 20.66201 9月29日 -

10月2日 - 10月3日 - 10月4日 - 10月5日 - 10月6日 -

10月9日 20.61218 10月10日 20.54527 10月11日 20.58333 10月12日 20.64026 10月13日 20.72195

10月16日 20.69536 10月17日 20.69793 10月18日 20.70951 10月19日 20.71337 10月20日 20.73312

　　上記表、及びグラフはこの公表仲値を便宜的に1人民元当たりの日本円へ換算し直した相場です。

　　そのため、正式な人民元相場が必要な場合は、中国人民銀行にお問い合わせ下さい。

（２）ドル－円為替相場（当行公表仲値） （単位：1ドル当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

9月25日 148.50 9月26日 148.95 9月27日 149.08 9月28日 149.65 9月29日 149.58

10月2日 149.79 10月3日 149.92 10月4日 149.30 10月5日 148.87 10月6日 148.75

10月9日 - 10月10日 148.60 10月11日 148.66 10月12日 149.26 10月13日 149.94

10月16日 149.60 10月17日 149.59 10月18日 149.85 10月19日 149.88 10月20日 149.96

18.00

19.00

20.00

21.00

22.00

過去1年間の人民元－円相場推移

125

130

135

140

145

150

155

過去1年間の米ドル－円相場推移
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（３）タイバーツ－円為替相場（当行公表仲値）

（単位：1バーツ当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

9月25日 4.1400 9月26日 4.1100 9月27日 4.0900 9月28日 4.0900 9月29日 4.0900

10月2日 4.0800 10月3日 4.0500 10月4日 4.0300 10月5日 4.0400 10月6日 4.0300

10月9日 - 10月10日 4.0200 10月11日 4.0800 10月12日 4.1100 10月13日 4.1200

10月16日 4.1300 10月17日 4.1600 10月18日 4.1200 10月19日 4.1200 10月20日 4.1300

（４）インドネシアルピア－円為替相場（参考値）

（単位：１００ルピア当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

9月25日 0.9700 9月26日 0.9700 9月27日 0.9700 9月28日 0.9700 9月29日 0.9700

10月2日 0.9700 10月3日 0.9700 10月4日 0.9600 10月5日 0.9600 10月6日 0.9600

10月9日 - 10月10日 0.9400 10月11日 0.9500 10月12日 0.9500 10月13日 0.9600

10月16日 0.9600 10月17日 0.9500 10月18日 0.9600 10月19日 0.9600 10月20日 0.9500

3.40

3.60

3.80

4.00

4.20

4.40
過去1年間のタイバーツ－円相場推移

0.75

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00
過去1年間のインドネシアルピア－円相場推移
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（５）シンガポールドル－円為替相場（当行公表仲値）

（単位：1ドル当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

9月25日 108.7800 9月26日 109.0300 9月27日 108.8200 9月28日 109.0300 9月29日 109.4800

10月2日 109.5300 10月3日 109.1600 10月4日 108.7200 10月5日 108.6200 10月6日 108.7600

10月9日 - 10月10日 108.9300 10月11日 109.1200 10月12日 109.5300 10月13日 109.6100

10月16日 109.2100 10月17日 109.3300 10月18日 109.4400 10月19日 109.1300 10月20日 109.1700

（６）ベトナムドン－円為替相場（参考値）

（単位：１０００ドン当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

9月25日 6.0800 9月26日 6.1000 9月27日 6.1100 9月28日 6.1200 9月29日 6.1200

10月2日 6.1600 10月3日 6.1500 10月4日 6.1100 10月5日 6.0800 10月6日 6.0900

10月9日 - 10月10日 6.0900 10月11日 6.0800 10月12日 6.0900 10月13日 6.1200

10月16日 6.1100 10月17日 6.1100 10月18日 6.1100 10月19日 6.0900 10月20日 6.1000

92.00

96.00

100.00

104.00

108.00

112.00
過去1年間のシンガポールドル－円相場推移

5.20

5.40

5.60

5.80

6.00

6.20
過去1年間のベトナムドン－円相場推移

 
 

 

 

 

 

 


